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国
家
公
務
員
給
与
に
係
る
臨
時
特
例
法
の 

成
立
を
受
け
、
森
会
長
ほ
か
地
方
六
団
体 

会
長
が
共
同
声
明
を
発
表

　

２
月
29
日
、
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時

特
例
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
森
会

長
ほ
か
地
方
六
団
体
会
長
は
「
国
家
公
務
員
給
与
に
係
る

臨
時
特
例
に
つ
い
て
」共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　

声
明
で
は
、
地
方
の
行
政
運
営
に
関
わ
る
事
項
は
、

国
が
指
示
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
地
方
自
ら
の
判
断

に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
と
し
た
上
で
、

地
方
交
付
税
や
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
を
減
額
す
る

な
ど
、
国
が
地
方
に
対
し
給
与
削
減
を
実
質
的
に
強
制

す
る
こ
と
は
、
附
則
第
12
条
の
立
法
の
経
緯
を
踏
ま
え

れ
ば
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
等
と

し
て
い
る
。

�

［
行
政
部
］

「『
下
水
道
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
』 

に
対
す
る
意
見
」を
民
主
党
・ 

水
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
提
出

　
「
民
主
党
・
水
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
、
議

員
立
法
で
今
国
会
に
提
出
を
予
定
し
て
い
る
「
下
水
道
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
は
、
適
切
に
管
理
さ
れ

た
浄
化
槽
で
汚
水
処
理
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
義
務
を
免
除
す
る
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
下
水
道
事
業
経
営
ひ
い
て
は
地
方
公
共
団
体
の
財

政
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
等
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
会
経
済
委
員
会
（
委
員
長
：
須
田
・

新
座
市
長
）
は
、
３
月
８
日
、「『
下
水
道
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
』
に
対
す
る
意
見
」
を
民
主
党
・
水
政

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
提
出
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
一
周
年
追
悼
式
に 

森
会
長
等
が
参
列

　

３
月
11
日
、
国
立
劇
場
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災

一
周
年
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
、
本
会
か
ら
は
、
森
会
長
、

林
・
横
浜
市
長
、
髙
谷
・
岡
山
市
長
を
は
じ
め
20
名
の

市
長
等
が
参
列
し
た
。

　

追
悼
式
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席
さ
れ
、
天

皇
陛
下
が
お
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
野
田

内
閣
総
理
大
臣
の
式
辞
、
横
路
衆
議
院
議
長
、
平
田
参

議
院
議
長
、
竹
㟢
最
高
裁
判
所
長
官
の
各
追
悼
の
辞
、

ご
遺
族
代
表
の
こ
と
ば
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
最
後
に

各
参
列
者
が
献
花
を
行
い
、
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
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